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般演題 日産 婦 誌68巻 2号

P3−45−4　当院の 高年初産婦 にお け る年齢が 分 娩所要時間，出血量，妊娠合併症 に 与える 影響 に つ い て の 検討

日本赤十字社医療 セ ン ター

宮村 知弥，津村志穂，笠井靖代，木戸 道 子，宮内彰人，安藤
一道

【目的】晩婚化などの ラ イフ ス タ イ ル の 変化や 生 殖 医 療 の 発 達 に伴 い 高 年妊娠 が増 加 して い る．年齢が 自然経腟分娩に 与え る

影響に つ い て検討 した，【方法】2012年 1 月か ら 2014 年 12月の 当院で の 初 産 婦 の 自然 経腟 分娩 3349例の うち多胎，早産，誘

発
・
促進例 を 除外 し，35歳未満 （以 下 A 群〉，35歳以 上 42歳以下 （以下 B 群），43 歳以 上 （以 下 C 群 ）の 3群 に 分類 し，分

娩所要時間，分娩時出血L量 につ い て診療録 を用 い て後方視的 に比較検討 した．【成績】A 群 は 1384人 （69，7％），B 群 は 576
人 （29．0％），C 群 は 25 人 （L3％）で あ っ た．　 A 群，　 B 群，　 C 群 の 平均 分 娩 所 要 時 間，平均 出 血 量は そ れ ぞ れ 646± 38 分，618

± 39分，680± 40分，449± 310ml，475＋ ± 309ml，470± 205mlで あ っ た．3群聞 にお い て 分娩所要時間に有意差 は なか っ た．

A 群 とB 群の 間で は B 群の 方が有意に分娩時出血 量 が多か っ た （p＜0．05）．【結論】本検討 で は 多胎，早産 を除い た 初 産婦 に お

け る誘発．促進を行わず に 自然分娩 に至 る例 で は，年齢間で の 分娩時間，出 血 量 の 有意な差 は認 め なか っ た．

P3 −45・5　 当 院 にお け る 高齢出産 に つ い て の 検討

大 阪 労 災病 院

八 木茉莉，八 木
一
暢 奥 野 幸

一郎，白石 真 理 子，直 居 裕和，栗谷健太郎，渡辺正 洋，尾 崎公章，志岐保彦

【目的】日本 で周 産 期 統 計が 開 始 さ れ て か ら，分娩平均年齢 は 上 り続けて い る ．原 因 は女 性 の 結 婚 年齢 の 上 昇や 生殖補助医療

の 発達 と考 え られ る．当院で も増加し続 け て い る高齢妊娠 に際 して，我々 産婦入科医が注意すべ き点 は何で あ るか を検討 し

た．【方法】2012年 4 月か ら 2015年 3 月 に当 院 で 分 娩 した初 産 婦 単胎 643例 を対 象 と し た ．総分娩数は ll69例 で うち 2 例 は双

胎で あ っ た た め 除外 した．34歳以 ド（A 群）・35歳以 上 （B 群）の 2群 に分け，Fischer直接確率法に よ り検定 した．【成績】A

群 は 442例 （68，7％），B 群 は 201例 〔31．3％）で あ っ た．初産婦の 割合は それ ぞれ A 群 で 62．3％，　 B 群 で 45．7％ で あ っ た．　 B
群が A 群 よ り発症率が 有意 に 高 か っ た項 目は，以 下 の如 くで あっ た，妊娠 に至 る経過 に つ い て （A 群 vsB 群），生 殖補助医療

率 （12．4％vs34 ．8％）・体外受精率 （3．4％vsl9 ．4％）で あ っ た．妊娠 ・分 娩経 過 に 関 して，妊娠糖尿病発症率 （0．7％vs5 ．0％ ）・妊

娠高血圧 症候群発症率 （1．8％vs5 ．0％）・分娩誘発施行率 （11．3％vs20 ．9％）
・
帝」三切開分娩率 （15．1％vs20 ．9％）で あっ た．【結論】

高齢初産婦は妊娠糖尿病や妊娠高血 圧症候群 の 発症率が高く，誘発率や 帝王 切開率が 有意に 高か っ た．こ の た め，高齢 妊 婦 に

関して は 日常診療 に おける積極的な介入が肝要で ある．

P345 −6　母乳育児の 成否 に 関す る要因 につ い て の 検討

諏訪中央病院

青 山和 史，南 川 浩 彦，吉澤 　徹

【目的】母乳育児 は 母児双 方 に と っ て 有益 で あ る．世界保健機関や 国連児童基 金 は 20 年以 上 前か ら母 乳 育児の 推進，支援を

行 っ て い る．今 回，母乳育児の 成否に 関す る 要因 につ い て 後 方視 的 に検討 した．【方法】対象 は 2014 年 3 月か ら 2015 年 7 月 ま

で に 当 院 で 経腟 分 娩 した 337例 で あ る。帝王 切 開症例，37 週未満の 早 産 は 除外 した．産後 1 か 月健診時 に母乳の み を与えて い

る症例を母乳育児成功 と し，ミル ク な ど を足 した り与えた りして い る場合 はすべ て 母乳育児不成 功 と した．母乳 育児 の 成否に

関す る 因子 と して 母 体高齢 （35歳以 上 〉，初経産，器械 分 娩 （吸 引 また は鉗子 ）の 有無 会陰切開の 有無 を検討 した．ロ ジス

テ ィ ッ ク 回帰モ デ ル を用 い た多変量 解析 を行い
， 検定の 有意水準 は 5％ 未満 と した．【成績】対象 にお け る母体年齢の 中央値 31

歳 （18
−45），在胎週数 の 中央値 39週 5 日 （37 週 0 ロ

ー42週 2 日）で あ っ た．症例 内訳 は 初産婦 152 例 （45．1％ ），器械分娩 36
例 （10．7％），会陰切開 77例 （22名％ ）で あっ た．1か 月健診時の 母乳育児成 功 は 268例 （79．5％）で あっ た．多変量解析 の 結

果 ， 母体高齢で 母乳育児 成功 率が 有意 に低 下 した （オ ッ ズ比 ORO ．498，95％ 信頼 区 間 0278 −0．894）．分娩歴の 有無 器械分娩

の 有無，会陰切開の 有無と母乳育児成功 との 間に は統計上，有意差 は み られなか っ た．【結論】母体高 齢 は 母 乳 育児に 有 意 に 不

利 で ある．分娩歴．器械分娩，会陰切開の それぞれ の 有無 は母 乳 育児 に対 して 影響を 与え て い る とは言えない ，
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